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SIP4D（基盤的防災情報流通ネットワーク）
エスアイピーフォーディー

災害現場で役立つ情報プロダクツ

災害現場で活動する災害対応機関での情報活用

現場と各機関をつなぐ「パイプライン」を実現し、国全体としての災害対応の効果最大化

情報収集

情報共有

・建物被害推定
・道路通行可否
・避難所状況 等

情報作成・集約

内閣府総合科学技術・イノベーション会議
SIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
第1期で開発した先進的情報基盤

災害時情報集約
支援チーム

Shared Information Platform for Disaster Management
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SIP4Dで共有される様々なデータ
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ISUTを通じた災害対応現場での情報共有支援
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内閣府HPより引用・抜粋・編集 http://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

CPS4DSIP4D ※CPS4D: Cyber-
Physical Synthesis for 
Disaster Resilience

災害対応現場が情報を活用する 情報が災害対応現場を牽引する
【情報共有のその先へ】SIP4DからCPS4Dへの展開
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【情報共有のその先へ】SIP4DからCPS4Dへの展開
フィジカル空間の多種多様な動態データをサイバー空間で集約し、災害動態を解析することにより、「避難・緊急活
動」フェーズにおける意思決定を支援するデジタルツイン技術と、個別システム群が連動しフィジカル空間にフィー
ドフォワードする技術の統合体として「CPS4D」を開発

SIP第2期「国家レジリエンス（防災・減災）の強化」『避難・緊急活動支援統合システム』

（防災チャットボット）
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災害対応を「前に進める」技術を開発するために

①②③

「フィードフォワード」を起こすためには、情報処理フローを逆からたどっていくことが大事

④

①行動の意思決定に直結する情報配信→「災害対応支援ダッシュボード」
• 行動を変化させるトリガーとなる閾値で設定・表現

②動的な意思決定に即した動的な災害情報プロダクツ生成→「災害動態情報プロダクツ」
• 災害動態の観測データ／予測データに基づくリアルタイム処理

③時々刻々変化する災害の様相を再現した災害動態→「災害動態モデリング」
• 災害動態＝自然現象×社会現象として捉える

④現実社会におけるデータのリアルタイム格納→「災害動態時空間データベース」
• 自然現象観測だけでなく、社会現象観測も必要
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事例︓「被災自治体を支援するために部隊を派遣する」というケーススタディ

台風第10号で被害が発生した場合の自治体の負荷増大リスクをリアルタイムで推計
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DIASへの期待
• DIASとSIP4Dを介して、学術と実務をつなぎたい

①実務の活動に直結するシステム
• 最後のアウトプットは、活動を起こす／変える単位での表現
• 予測から活動を前に進める仕組み（フィードフォワード）

②実務の情報システムに直結するシステム
• ソースデータのDLではなく、リアルタイムの情報プロダクツを実務
システム上でリアルタイムに活用できる仕組み

• End-to-endで1つの仕組みを作るのではなく、複数のデータや処理
を連結したり、場合によって入れ替えられる仕組み

③実務の現象に直結するシステム
• 自然現象だけでなく、社会現象も対象に（災害＝自然×社会）
• 災害動態をサイバー空間に再現する仕組み（デジタルツイン）
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